
名

称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

登
録
年
月
日

財
団
法
人
北
海
道
電
気
保
安
協
会

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
北
一
条
東
三
丁

目
一
番
地
一

平
成
二
十
一
年
七
月
一
日

財
団
法
人
東
北
電
気
保
安
協
会

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
花
京
院
一
丁
目

一
番
二
十
号

平
成
二
十
一
年
七
月
一
日

財
団
法
人
関
東
電
気
保
安
協
会

東
京
都
豊
島
区
池
袋
三
丁
目
一
番
二
号

平
成
二
十
一
年
七
月
一
日

財
団
法
人
中
部
電
気
保
安
協
会

愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
三
丁
目

十
九
番
十
二
号

平
成
二
十
一
年
七
月
一
日

財
団
法
人
北
陸
電
気
保
安
協
会

富
山
県
富
山
市
桜
橋
通
り
三
番
一
号

平
成
二
十
一
年
七
月
一
日

財
団
法
人
関
西
電
気
保
安
協
会

大
阪
府
大
阪
市
北
区
曽
根
崎
一
丁
目
二

番
六
号

平
成
二
十
一
年
七
月
一
日

財
団
法
人
中
国
電
気
保
安
協
会

広
島
県
広
島
市
中
区
小
町
四
番
三
十
三

号

平
成
二
十
一
年
七
月
一
日

財
団
法
人
四
国
電
気
保
安
協
会

香
川
県
高
松
市
福
岡
町
三
丁
目
三
十
一

番
十
五
号

平
成
二
十
一
年
七
月
一
日

財
団
法
人
九
州
電
気
保
安
協
会

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
薬
院
一
丁
目
十

三
番
八
号

平
成
二
十
一
年
七
月
一
日

財
団
法
人
沖
縄
電
気
保
安
協
会

沖
縄
県
那
覇
市
西
三
丁
目
八
番
二
十
一

号

平
成
二
十
一
年
七
月
一
日

番
号

名

称

住

所

市
町
村
長
又
は
特
別
区
長
に
対
し
て
特

定
中
小
企
業
者
の
認
定
を
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
る
期
間

4902

株
式
会
社
宮
川
建
設

北
海
道
札
幌
市
白
石
区
平
和
通
十
五

丁
目
北
一
番
二
十
一
号

平
成
二
十
一
年
六
月
十
一
日
か
ら
平
成

二
十
二
年
六
月
十
日
ま
で

4903

株
式
会
社
ク
ラ
ヴ
ィ

ス

東
京
都
千
代
田
区
麹
町
三
丁
目
三
番

地

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
八
日
か
ら
平

成
二
十
二
年
五
月
二
十
七
日
ま
で

4904

東
洋
商
事
株
式
会
社

東
京
都
練
馬
区
貫
井
二
丁
目
一
番
二

十
九
号

平
成
二
十
一
年
六
月
十
二
日
か
ら
平
成

二
十
二
年
六
月
十
一
日
ま
で

4905

株
式
会
社
カ
プ
リ
ス

東
京
都
港
区
六
本
木
七
丁
目
十
番
二

号

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
七
日
か
ら
平

成
二
十
二
年
二
月
二
十
六
日
ま
で

4906

株
式
会
社
土
屋
建
設

三
重
県
多
気
郡
明
和
町
大
字
大
淀
二

千
八
百
五
十
三
番
地
の
十
八

平
成
二
十
一
年
六
月
一
日
か
ら
平
成
二

十
二
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

4907

株
式
会
社
セ
ン
ト
ラ

ル
ホ
ー
ム
ズ

愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
三
丁

目
十
八
番
二
十
二
号

平
成
二
十
一
年
六
月
九
日
か
ら
平
成
二

十
二
年
六
月
八
日
ま
で

4908

シ
オ
タ
ニ
株
式
会
社

大
阪
府
泉
佐
野
市
上
之
郷
二
千
二
百

三
十
六
番
地

平
成
二
十
一
年
六
月
九
日
か
ら
平
成
二

十
二
年
六
月
八
日
ま
で

平成™˜年�月˜日 水曜日 第œ˜—š号官 報
〇
経
済
産
業
省
告
示
第
二
百
二
十
四
号

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
五
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
登
録
調
査
機
関
と
し
て

次
の
者
を
登
録
し
た
の
で
、
同
法
第
百
十
二
条
の
二
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
一
日

経
済
産
業
大
臣

二
階

俊
博

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
二
百
二
十
五
号

中
小
企
業
信
用
保
険
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
四
号
）
第
二
条
第
四
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
同

号
の
事
業
者
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
一
日

経
済
産
業
大
臣

二
階

俊
博

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
六
百
九
十
三
号

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
七

条
の
三
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
六
条
の
九
の
規

定
に
よ
り
、
同
法
第
二
十
七
条
の
三
十
一
第
三
項
第
二
号

に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第

二
十
七
条
の
三
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
六
条
の

二
十
一
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

一
義

一
^

登
録
番
号

４

_

登
録
経
営
状
況
分
析
機
関
の
氏
名
又
は
名
称

ワ

イ
ズ
公
共
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

`

変
更
後
の
登
録
経
営
状
況
分
析
機
関
の
代
表
者
の

氏
名

松
村

清

二
^

登
録
番
号

７

_

登
録
経
営
状
況
分
析
機
関
の
氏
名
又
は
名
称

有

限
会
社
北
海
道
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー

`

変
更
後
の
登
録
経
営
状
況
分
析
機
関
の
名
称

株

式
会
社
北
海
道
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー

a

変
更
後
の
登
録
経
営
状
況
分
析
機
関
の
代
表
者
の

氏
名

北

寛

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
百
九
十
号

水
路
業
務
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
号
）
第
八

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
水
路
測
量
の
実
施
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
一
日

海
上
保
安
庁
長
官

岩
崎

貞
二

一

水
路
測
量
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
又
は
名

称
及
び
住
所

独
立
行
政
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究
所

茨
城
県
つ
く
ば
市
東
一
e

一
e

一

二

水
路
測
量
を
実
施
す
る
区
域
及
び
期
間

イ

区
域

北
緯
二
六
度
四
五
分
東
経
一
二
八
度
一
九

分
四
二
秒
、
北
緯
二
六
度
四
五
分
東
経
一
二
八
度
四

五
分
、北
緯
二
七
度
一
五
分
東
経
一
二
八
度
四
五
分
、

北
緯
二
七
度
一
五
分
東
経
一
二
六
度
三
〇
分
、
北
緯

二
六
度
三
五
分
東
経
一
二
六
度
三
〇
分
、
北
緯
二
六

度
東
経
一
二
七
度
二
五
分
、
北
緯
二
六
度
東
経
一
二

七
度
四
〇
分
、
北
緯
二
六
度
四
分
東
経
一
二
七
度
四

〇
分
の
各
点
で
囲
ま
れ
る
海
域
（
陸
域
を
除
く
）

ロ

期
間

平
成
二
十
一
年
七
月
十
六
日
か
ら
平
成
二

十
一
年
八
月
十
七
日
ま
で

三

水
路
測
量
の
実
施
方
法

Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
測
位
、
マ

ル
チ
ビ
ー
ム
音
響
測
深
機
に
よ
る
測
深

四

航
行
船
舶
に
対
す
る
安
全
処
置

イ

水
路
測
量
に
従
事
す
る
船
舶
は
、
水
路
業
務
法
施

行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
運
輸
省
令
第
五
十
五
号
）

第
六
条
に
定
め
る
標
識
を
掲
揚

ロ

十
管
区
水
路
通
報
第
二
十
六
号
（
平
成
二
十
一
年

七
月
三
日
発
行
）、
十
一
管
区
水
路
通
報
第
二
十
六

号
（
平
成
二
十
一
年
七
月
三
日
発
行
）

〇
防
衛
省
告
示
第
百
二
十
号

日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日

本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
使
用
を
許
さ
れ
る
施

設
及
び
区
域
の
全
部
返
還
、
一
部
返
還
、
共
同
使
用
及
び
追
加
提
供
並
び
に
日
本
国
の
領
海
近
傍
に
お
い
て
船
舶
等
の

航
行
の
安
全
を
図
る
等
の
た
め
に
区
域
を
指
定
し
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
使
用
す
る
水
域
及
び
空
域
の
廃
止
が
平
成
二

十
一
年
六
月
三
十
日
次
の
と
お
り
決
定
さ
れ
た
。

平
成
二
十
一
年
七
月
一
日

防
衛
大
臣

浜
田

靖
一

第
一

日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び

に
日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
使
用
を
許

さ
れ
る
施
設
及
び
区
域

陸
上
施
設

◎
全
部
返
還

施
設
番
号

施

設

名

所

在

地

名

所
有
関
係

摘

要

三
〇
七
二

富
岡
倉
庫
地
区

横
浜
市

国
有

土
地：

約
二
九
、
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

国
有

工
作
物：

囲
障
等

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
五
日

◎
一
部
返
還

施
設
番
号

施

設

名

所

在

地

名

所
有
関
係

摘

要

二
〇
〇
一

三
沢
飛
行
場

三
沢
市

民
有

土
地：

約
七
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

国
有

工
作
物：

軌
道

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
五
日

二
〇
六
三

八
戸
駐
屯
地

八
戸
市

国
有

建
物：

約
一
、
九
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

平
成
二
十
一
年
六
月
四
日
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